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No.76 　大都市圏から地方へ人の流れを作り、将来の定住を目指しな

がら、地方の活性化への貢献を目指すプログラム「地域おこし
協力隊」。市で活動する 7 人の隊員たちの活動を紹介します。
【問】市観光課（☎77・8563）

ひとを結ぶ。
まちを結ぶ。
地域おこし協力隊

コロナ対策としてこたつ舟はすべて貸切舟で運航

柳川観光
回復への思い

　柳川に来て早くも半年が経過し、お堀のすごさ
をかみしめる毎日です。時には水害から市民を守
り、時には観光客に水辺の風情を伝える。このお
堀を使った川下りですが、冬は「こたつ舟」とし
て運航しています。希薄で澄んだ冬の光を浴びな
がら、みかんを頬張るぜいたくなひとときを楽し
めます。
　さらに今年は貸切こたつ舟と御花、白秋生家記念館、
旧戸島家住宅、やながわ有明水族館の 4 つの入場券
をセットにした「お得なクーポン」を観光協会で販売
しています。しかし、緊急事態宣言が出され、皆さん
が気軽に利用できない状況になりました。今はみんな
で我慢し、一人一人の健康を守ることが最優先です。
それが柳川の観光客回復、信頼につながると思います。
今できることを考え、見直し、宣言解除後には市民の
皆さん、全国の皆さんに喜んでもらえるように、観光
業に携わる方々と力を合わせてこの状況を乗り切って
いきたいです。春先にはみんなで笑える日が来るとい
いですね。

　前回の 11 月 1 日号のコラムで、福岡デザイン
＆テクノロジー専門学校と全国系列学校の学生に、
柳川の歴史偉人キャラクターをデザインしても
らっていることを紹介しました。12月についにキャ
ラクターになる 5 人の偉人が決定しました。昨年
11 月 4 日、一次審査として全国の学生から寄せら
れた 273 作品を各キャラクターごとに 3 から 5 作
品に絞り、12 月 11 日に最終審査を実施。県外の
学生はリモートでの発表会となりましたが、作品
に込めた思いを、緊張しながらも精一杯伝えてく
れました。一次審査のときから力作ぞろいで、審
査員一同とても悩みましたが、魅力的な 5 作品が
そろったと思います。また、これだけ多くの作品
を一度に見る機会はほとんどなく、絵を描く私自
身にとっても表現技法など大変勉強になりました。
　決定した 5 人のキャラクターは、2 月 28 日に
市民文化会館で開催される「立花宗茂公 柳川復帰
400 年記念イベント」でお披露目の予定です。ど
うぞお楽しみに。

県外の学生はリモートで作品を発表した最終審査

柳川の歴史偉人
キャラクターが決定

楠田 千佳（44歳）

【プロフィル】市観光課に所属。柳川プロモ
ーションを担当

竹下 政志（49歳）

【プロフィル】市観光課に所属。観光プラッ
トフォーム構築を担当


